
匠詞
第44回技能五輪全国大会「機械組立て」職種競技課題

｢課題名」位置決め組付け装置

｢課題説明」

1．課題製作時間は７時間00分とする。

２．次に示す競技規定と仕様に従い課題を製作すること。

（１）部品加工について

ａ、部品の寸法精度および寸法公差は課題仕様より判断すること。

但し、加工部品図に寸法公差指示がある個所は従うこと。

ｂ・表面粗さは美しく精度観のあるものとし基準は1.6a程度とする。

ｃ，加エ部品で仕上げ記号の指示なき面は、全てヤスリ仕上げとする。

（機械加エ面が残ってないこと）

。、ボルト穴はＣ0.3程度の面取り、他の各稜はＣＯ２程度の糸面取りをすること。

ｅ・加工部品の研削面は、加エ禁止とする。（パリ取りは除く。）

ｆ組立て状態での加エを禁止とする。

組立てについて

組立て図中の寸法に製作し、その寸法公差は±００１ｍｍとする。

部品は平行、直角に組付け、その幾何公差は001ｍｍ以下であること。

組付けた部品は周囲の面との段差が０．０１ｍｍ以下であること。又、各接触面の隙間は

００１ｍｍ以下であること。

動作する部品は円滑に摺動すること。

六角穴付きボルト（強度区分12.9）の締付けは、規定トルクで締付けること。
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（３）動作機能について

ａ、ロータリーアクチュエータにＯ４Ｍｐａの圧力をかけた時、部品４／７が回転、部品8／

１０が円滑に動作すること。

ｂ部品2０（ワークガイドＡ）に部品2５（ワークＡ）をセット、部品23(ワークガイドＢ)に

部品2４（ワークＢ）をセットし、ロータリーアクチユエータにてＯ４Ｍｐａをかけた時、

部品24に部品25が挿入され部品3５（ボールプランジヤ）で止まること。また部品24／

２５をそれぞれ反転しても同様の動作機能が得られること。
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（４）組立て機能について

ａ.組立て図の状態で（部品53による手動操作）、次に示す条件を満足すること。

・基準面Ａに対し部品４（Ａ面）と部品７（Ｂ面）は001ｍｍ以下の平行であること。

・基準面Ｂに対し部品1６（Ｅ面）は001ｍｍ以下の平行であること。

・基準面Ｃに対し部品1０（Ｃ面）は001ｍｍ以下の平行であること。

・基準面Ａに対し部品8／1４（Ｆ面）は0ｍｍ±001の段差であること。

・基準面Ｂに対し部品1／14／1６（Ｅ面）は0ｍｍ±0.01の段差であること。

・基準面Ｃに対し部品1／9／10／2２（Ｃ面）は0ｍｍ±001の段差であること。

・基準面Ｄに対し部品9／2１（Ｄ面）は６５ｍｍ±001の段差であること。

ｂ・組立て図の状態から、90.回転させた時、次に示す条件を満足すること。

（部品53による手動操作で部品23に部品５４をセットして測定すること）

・基準面Ａに対し部品４（Ａ面）と部品７（Ｂ面）は0.01ｍｍ以下の平行であること。

・基準面Ｂに対し部品1６（Ｅ面）は0.01ｍｍ以下の平行であること。

・基準面Ｃに対し部品１０（Ｃ面）は0.01ｍｍ以下の平行であること。

・基準面Ａに対し部品8／1４（Ｆ面）は0ｍｍ±qO1の段差であること。

・基準面Ｃに対し部品1／9／10／2２（Ｃ面）は19.781ｍｍ±0.01の段差であること。

・基準面Ｂに対し部品1／14／1６（Ｅ面）は６ｍｍ±001の段差であること。

・基準面Ｄに対し部品9／2１（Ｄ面）は14739ｍｍ±0.01の段差であること。

ｃ・ストロークについて

・部品１０の最大ストロークは19.781ｍｍ±001であること。

・部品１６の最大ストロークは６ｍｍ±001であること。

（５）外観について

ａ加工部品は「ヤスリ面」「キサゲ面」「面取り」「バリ取り」「キズの有無」にて判断する。

ｂ・持参部品は「面取り」「パリ取り」「キズの有無」にて判断する。

（６）持参部品について

ａ持参部品である１１～３２は図面寸法を参考に課題説明文の条件が満たせる寸法精度及び公差

に加工すること。但し寸法公差指示がある個所は従うこと。

ｂ加工方法は図面指示以外は自由とする。

ｃ・持参部品図で公差指示なき寸法はJIS普通公差(精級)で加工すること。（添付資料参照）

ｄ持参部品の「30／31／32」ピンは磨耗防止のため、材質変更及び表面処理や熱処理を行っ

てもよい。

ｅ持参部品の「24／35」は組付けて持ち込んでよい。

ｆ持参部品の「26／28／29」とロータリーアクチエーターは組付けて持ち込んでよい。

９.空気制御部品「47～52」は使用し易いレイアウトで組付けて持ち込んでよい。

ｈ持参部品は競技中のｶﾛｴを禁止とする。

（７）課題提出について

ａ組立て図と同じ状態であること。

ｂ課題は綺麗な状態であること。

ｃ摺動面には油を塗布すること。（会場支給品新日本石油スーパーハイランド３２）
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機械組立て課題 部品表

３ 

5４ ブロック S45C 持参品

5３ ハン 《ル ↑ ↑ 

5２ レギュレータ AR2 )O1-O2G １ 

５ ワンタッチジョイント KQ２ O6-O2S ５ ↑ 

５ ） ハンドバルブ VH201-O2 

４ ９ エアーチューブ０６ TUO6 4Ｗ－２０ 2ｍ 

４ ８ スピードコントロール AS13 0１ -Ｍ5－０６ ２ 

。 ､７ ロータリーアクチュエーター CRBL Ｗ。 '－１００DＥ 
」 .６ 六角穴付止めねじ（平先） Ｉ .Ｘ６ ↑ 

4【 -字穴付ボルト Ｉ Ｘ１０ ↑ 

44 。』 可角穴↑ １ボルト Ⅲ リグＬ」 ２ ↑ 

４ ロＩ Ｘ ６ ２ ↑ 

4１ １， Ｘｌ ３ ↑ 

４ 1１ DＸ ２ ９ ↑ 

4（ I， Ｘ 0 ３ ↑ 

3（ Ⅲ Ｘ ６ ２ ↑ 

3８ Ｖ 3Ｘ ２ ２ ↑ 

3７ Ⅲ 3Ｘ ０ ↑ 

3６ Ｖ 3Ｘｌ ４ ↑ 

3５ ソヨー ､プランジャ Ｓ ｡JL6 ↑ 

3４ スプリングＢ ＷＲ８－ ５ ↑ 

3３ スプリングＡ ＷＲＲ－ｚ 〕 ↑ 

3２ リンクピン Ｓ <月 ↑ 

３１ ピン ↑ ↑ 

3０ カムシャフト Sc Ｖ ↑ 

2９ ステーＢ S４ Ｃｊ Ｃ ↑ 

2８ ステ－Ａ ↑ ↑ 

2７ カップリング ヨ ↑ ↑ 

2６ カップリング ヘ ↑ ↑ 

2５ ワークＡ ↑ ↑ 

2４ ワーク ↑ ↑ 

2３ ワークガイ 《 ↑ ↑ 

2２ ガイドブロック Ｂ ↑ ↑ 

2１ リンクブロヅク Ｂ ↑ 

2０ ワークガイドＡ BSBM ↑ 

1９ ナット S45C ↑ 

1８ ワークストッパ ↑ ↑ 

1７ リンクブロックＡ ↑ ↑ 

1６ パネストッパ ＲＲ ﾖＭ ↑ 

1５ ガイドブロツクＡ S４ ﾗＣ ↑ 

1４ ガイドブレートＢ Ｔ ↑ 

1３ カムブロヅク ↑ ↑ 

1２ リンクブレートＢ ↑ ↑ 

1１ リンクブレートＡ ↑ ↑ 

1０ スライドプレートＢ BSBM 支蛤品

９ ガイドプレートＡ S45C Ｔ 

８ スライドプレートＡ ↑ ↑ 

７ カムＢ ↑ ↑ 

６ サイドブレートＢ ↑ ↑ 

５ シャフト ↑ ↑ 

４ カムＡ ↑ ↑ 

３ メタルブロック ↑ ↑ 

２ サイドブレートＡ ↑ ↑ 

１ ペース ↑ ↑ 

品番 部品名 材質／型式 政■ 憶考



第４４回技能五輪全国大会「機械組立て」職種競技課題
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注：本課題図は競技用図面です。競技中選手見間違え防止の為、

三角法で作成されていますが、完全JlS規格ではありません
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注:本課題図はRH技用図面です。競技中遡手見同

迫え防止の為､三角法で作成されてい塵すが、

完全JIS規約ではあり塵せん。
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注:本課題図は航技用図面です。競技中遡手見圖

述え防止の為､三角法で作成されてい塵すが、

完全J|顕粗ではあり崖せん。
加工部品図２
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注:本課圏図は繭技用図面です。蘭技中遡手見圓

述え防止の為、三角法で作成されていますが、

完全JIS規格ではありません。
加工部品図ろ
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注8本課題図は鮒技用図面です。煎枝中過手見同
述え防止の為､三角法で作成されてい崖すが、
完全JIS規約ではあり塵せん。

加工部品図４
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注:本課囲図は競技用図面です。協技中迎手見同
述え防止の為､三角法で作成されていますが、素材図１
完全JlSM凰格ではありません。
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素材図２ 注：本課囲図はＮｉ技用図面です。、i技中選手見同

述え防止の為、三角法で作成されてい摩すが、

完全JIS親絶ではありません。
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素材図ろ 注：本課囲図は賊技用図面です。煎技中遡手見同

迫え防止の為､三角法で作成されてい達すが、

完全JlS規格ではありません。
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素材図４ 注：本課圏図は煎技用図面です。競技中週手見圖

述え防止の為、三角法で作成されていますが、

完全JlS規組ではありません。
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注：本課圏図はHH技用図面です。航技中辿手見固

述え防止の為、三角法で作成されてい塵すjii、

完全JlS規絡ではあり窪せん。
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注：本課題図は競技用図面です。競技中遡手見囹

述え防止の為、三角法で作成されてい塵す弧、

完全JlS規約ではありません。
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注：本課題図は煎技用図面です。競技中遡手見圖

迫え防止の為、三角法で作成ざ机てい虞すが、

完全JIS規絶ではありません。
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持参部品図４
注8本課圏図は煎技用図面です。鮒技中遡手見圖

速え防止の為、三角法で作成されていますが、

完全JlSmi粗ではあり塵せん。
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注：本課題図は鮒枝用図面です。鮒技中遡手見圖

迫え防止の為､三角法で作成されてい塵すが、

完全Ｊ１顕絡ではあり段せん。
持参部品図ら
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注:本課圏図は競技用図面です。競技中遡手見同

述え防止の為､三角法で作成されてい崖すが、

完全JlS規絡ではありません。
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注:本課囲図はNi枝用図面です。囲技中選手見圖

述え防止の為､三角法で作成ざ机てい段すが、

完全JlS#M3ではあり塵せん。
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注8本課囲図は競技用図面です。賊技中遡手見圖

述え防止の為､三角法で作成されてい塵すが、

完全JlS規約ではあり段せん。
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第44回技能五輪全国大会『機械組立て』職種持参工具一覧表

2２ 

区分 品名 寸法又は規格 数量 備考
加工 鉄鋼ヤスリ

組ヤスリ

油砥石

ﾀｯﾌﾟ(ハンドル含む）
ドリル

ハンドリーマ(ハンドル含む）
弓鋸(鋸刃含む）
ささばきさげ
きさげ
けがき針
センターポンチ
マシンバイス

150ｍｍ～350ｍｍ角形･平形

5本組･8本組･10本組
白砥石･赤砥石
Ｍ３Ｘ0.5Ｍ４Ｘ０．７Ｍ６ｘ１ 

巾2.5ウ3.3面取り用
巾６ｈ７⑩８ｈ７の10h７
サイズ･形状は自由 宜宜個組木本組本本本個個適適諦観錘劉１１１１１１

ヤスリの加工可

ヤスリの加工可

標準品
標準品

標準品
予備鋸刃の持参可

パリ取り用

ポール盤作業用

測定 ブロックゲージ
外側マイクロメーター

内側マイクロメーター
デプスマイクロﾒーター
ﾉギス

スケール

ダイヤルゲージ
ハイトゲージ
Vブロック
スコヤ

測定ピン
当り定盤
測岸宇轤

76個組103個組
O～125mｍ（25mmとび）
５～３０，，２５～50,, 

0～25ｍｍ２５～50ｍｍ 

150,, 

150ｍｍ 

1／100ｍｍ目盛り
150ｍｍ 

角度30.45
。

長辺100mm程度
巾６の８６１０
サイズは自由
サイズは自由 宜個個個個個個個個個本個個適勧卸劉１１２１１１１１１各各

既製品かつｾｯﾄになっている事
デジタル可
デジタル可
デジタル可
デジタル可

illﾘ定定盤と一体タイプ可
デジタル可

30゜については図面参照

ダイヤルゲージと－体タイプ可

組付 ハンマー類
六角棒レンチ
プラスﾄﾞライバー
調整棒
ペンチ

スパナ

チューブカッター 宜式宜本本式個適１適１１１１
標準品
標準品

組付け微調整用

配管部品組付け用
標準品

作業 バイス(高さ調整敷板含む）
バイス用ロ金

工具･計測器整理台
図面立て
部品受取り用箱
手元照明

作業台用天板
シヤーマン

ｺﾞﾑ板
踏み台
くさび
保護眼鏡
真鑑･ワイャーブラシ
清掃用小刷毛

口金幅150mm程度

式宜式式個個式宜式式式個宜官１適１１１２１適１１１１適滴
会場の作業台取り付け穴に合う事

材質不問
作業台上で使用できる事
作業台上で使用できる事
作業台上で使用できる事
作業台上で使用できる事

作業台高さ調整用

油脂 油さし
洗浄容器
スプレー式洗浄剤
切削油
薪明丹鎗(鍵布田Ｔ凰含ｵP）

蓋付きの容器４L程度
420,1程度(ノンフロン） 個個個個官３１１１滴 カルボR･青ニス除去剤等

タップ立て用

備品 マジック
ウエス類
チョーク
テープ

筆記具
計算器
時計

宜宜宜宜宜適適適適適
個個１２ 

けがき用

ストップウォッチ可

持参部品 持参部品
試し削り用素材
空気圧機器部品
ボルト類

Ｓ４５Ｃ６０ｘ６０ｘ１５ｍｍ程度
指定数

1個
1式
滴官．

部品表参照
これ以外の練習用素材持ち込み禁止

部品表参照
瓢晶;藷参照

注意事項
1．上記以外の物は持参してはならない

2.スプレー式洗浄剤､切削油を除き油類は会場にて支給するので持参してはならない
参考（会場支給摺動油新日本石油スーパーハイランド32）
且一艤襄内すべての物券持参･ずろ脚尊ばない



基準寸法の区分（単,位、、）公差等級

２，０００を越え４００を越え １，００を越え１２０を越え６を越え ３０潅`繊気３を越え０．５以上

４０００以下２１０００以下１００１０１以下１２０以下 ４０'０以下３０以下「６以下記号 説賑 ３以下

許容差（単位、、）

±p1.5 士DＬ３±0２ 精級 ±0.1 ±０１５ ｆ ±､1，５ ±(Ｍ〕周

士２±１．２ ±(l乳 土0．５ 士仏８中級 ±０．２ 士(川 士01、

±４ ±月±２ ±0８ 士1.2組紐 ±lDL2 士０２ ±０．５ 巳

士橿土日士４極粗級 ±２．５ ±1．５ ±０.厨 ±１ 1７ 

注）技能五輪全国大会「機械組立て’職種は普通公差の等級王（精級）を適用する_ｃ

騨
酉

公差等級 基準寸法の区分（単ｌＩｉｍｍ）

記号 説明

０．５以上

３以下

3を越え

6以下

６を越え

３０以下

３０をi越え

ユ２０以下

１２０を越え

１００以下

４００を越え

ユ000以下

１０００を趣え

２０００以下

２０００を越え

４０００以下

許容差 1位、、）

ｆ 騎級 ±O`0５ ±0-05 士０．１ 土0.15 ±０ ±0-3 士0.5

、 中級 土０．１ ±０１ ±０．２ ±0.3 ±０ 士０－８ 土１．２ 士２

紐級 ±０２ ±0３ ±0.5 士OB 士１ 士？ 士３ 士４

極粗級 ±0.5 士１ ±Ｌ５ ±２５ =４ 士６ 士８




